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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限

４
月
30
日
㈮
ま
で

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
受
け
取
り
が
で

き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期

限
が
４
月
30
日
㈮
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
受
け
取
り
は
５
月
以
降
で
も
可
）

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
受

付
・
付
与
が
３
月
末
で
終
了
し
た
サ
ー
ビ

ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

終
了
し
た
サ
ー
ビ
ス
▼
P
A
S
M
O
、

B
i
b
i
c
a
、
オ
レ
ボ
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
、
ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド

P
l
u
s
、J
N
B
V
i
s
a
デ
ビ
ッ

ト
、
N
P
O
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
の
再
送

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ

て
い
な
い
方
に
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
（
Q
R
コ
ー
ド
付
き
）」

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
導
入
し
た
新

規
事
業
や
事
業
拡
大
を
検
討
し
て
い
る

市
内
事
業
者
の
方
に
対
し
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
購
入
・
改
修
費
を
補
助
し
ま
す
。

牽
引
車
は
対
象
外
で
す
。

　

補
助
か
ら
３
年
以
上
の
事
業
継
続
意

思
と
、
週
１
回
年
間
50
回
程
度
の
営
業
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
事
業
開
始
後
３
年
間

は
年
間
実
績
報
告
の
提
出
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　

宅
配
利
用
時
の
対
面
で
の
接
触
機
会

を
最
小
限
に
し
、
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
た
め
に
、
市
民
の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置

に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額

　

製
品
購
入
価
格
（
３
０
０
０
円
以
上
）

に
よ
り
、
２
０
０
０
円
〜
２
万
円

補
助
対
象
経
費

　

市
内
業
者
か
ら
今
年
度
購
入
し
た
宅

配
ボ
ッ
ク
ス
（
設
置
費
用
は
含
ま
な
い
）

申
請
方
法

①
窓
口
で
申
請

　

市
役
所
や
図
書
館
、
公
民
館
な
ど
で
申

請
可
能
で
す
。（
写
真
撮
影
サ
ポ
ー
ト
や

出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

　

交
付
申
請
書
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と

短
時
間
で
申
請
で
き
ま
す
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

　

交
付
申
請
書
に
付
い
て
い
る
Q
R

コ
ー
ド
を
読
み
と
れ
ば
、
ご
自
宅
で
簡
単

に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
ま
す
。
窓
口

申
請
よ
り
カ
ー
ド
を
早
く
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
４
／
５
以
内

　
（
上
限
５
０
０
万
円
）

補
助
対
象
経
費

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
購
入
・
制
作
経
費

　
　

※
中
古
車
も
対
象

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
経
費

申
請
期
間

4
月
15
日
㈭
〜

　
　

5
月
31
日
㈪

申
請
方
法

　

購
入
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
の
原

本
と
振
込
先
の
口
座
情
報
が
わ
か
る
も

の
の
写
し
を
申
請
書
兼
請
求
書
に
添
付

し
て
提
出

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
の
カ
ー
ド
申
請
期
限
が
延
長

問
市
民
・
税
務
課
（
市
役
所
1
階
）
☎
88
‐
8
1
0
2

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
導
入
を
支
援

問
商
工
観
光
・
ふ
る
さ
と
創
生
課
（
市
役
所
２
階
）
☎
88
‐
８
１
０
５

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
支
援

問
総
務
課
（
市
役
所
２
階
）
☎
88
‐
１
１
１
６

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

時
４
月
24
日
㈯
午
前
８
時
〜
所
平
泉
寺
町

上
野
地
係
山
林
（
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
跡
地
前

対
消
防
団
、
消
防
署
、
勝
山
市
、
九
頭
竜

森
林
組
合
、
奥
越
農
林
総
合
事
務
所

林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

問
消
防
署　

☎
88
‐
0
4
0
0
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「
高
齢
者
き
ら
め
き
プ
ラ
ン
21
ー
8
」策
定

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
加
速
し
、
勝
山
市

に
お
い
て
も
、
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
や

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
、
そ
れ
に
伴

う
介
護
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ま
ん
延
に
よ
り
、
介
護
現
場
も
含
め
、

社
会
全
体
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
介
護
人

材
の
確
保
や
勝
山
市
の
特
性
に
あ
っ
た

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
重
視
型
の
施
策

を
中
心
と
し
た
「
高
齢
者
き
ら
め
き
プ
ラ

ン
21
ー
8
（
第
８
次
勝
山
市
老
人
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
３

年
間
で
、
第
７
次
計
画
の
取
り
組
み
を
継

続
発
展
さ
せ
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長

寿
社
会
の
実
現
」
を
基
本
理
念
に
以
下
の

３
つ
の
基
本
目
標
に
向
か
っ
て
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を

問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
）
☎
87
‐
０
８
８
８

基本目標 主な取り組み

高齢者の健康づくりと生
きがいづくりの推進

フレイル予防の推進、介護予防事業等による集いの場づくり
の推進、ボランティアの育成と活動の活性化を支援

高齢者介護体制の充実

地域包括ケアシステムの強化・推進、介護人材の確保、民生
委員や地域見守り活動協定事業所等と連携した見守り活動の
実施、災害への備え・新型インフルエンザ等の感染症対策の
取り組み

高齢者総合相談・支援の
充実

地域包括支援センターの周知、家族介護支援事業の実施、成
年後見制度・高齢者虐待防止の普及啓発

計画全文は
こちら

　

今
年
度
か
ら
３
年
間
の
段
階
別
介
護

保
険
料
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

介
護
報
酬
改
定
と
施
設
整
備
に
よ
り

給
付
費
は
増
え
る
見
込
み
で
す
が
、
介
護

給
付
費
準
備
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
で
、

前
計
画
期
間
の
基
準
月
額
か
ら
１
０
０

円
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
安
定
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

表１　改定後の段階別介護保険料（65歳以上）

保険料段階 月額保険料 年額保険料

第１段階 1,742円 (基準額×0.3) 2万900円

第２段階 2,900円 (基準額×0.5) 3万4,800円

第３段階 4,067円 (基準額×0.7) 4万8,800円

第４段階 5,217円 (基準額×0.9) 6万2,600円

第５段階 5,800円 (基準額) 6万9,600円

第６段階 6,958円 (基準額×1.2) 8万3,500円

第７段階 7,533円 (基準額×1.3) 9万400円

第８段階 8,700円 (基準額×1.5) 10万4,400円

第９段階 9,858円 (基準額×1.7) 11万8,300円

第10段階 1万150円 (基準額×1.75) 12万1,800円

介護保険料（第１号保険料）
改定しました

改定後の基準月額▶5,800円
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